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１．講師 自己紹介
略歴
平成20年 大津市 入庁 （電気職）
令和4年 現職

○主な取組内容・実績
<上水道施設の建設工事、維持管理>
・上水道施設（浄水場、加圧ポンプ場、配水池）の改良計画の立案、省エネ化工事、遠隔監視システムの
構築等の各種更新改良工事に従事
・上水道施設の維持管理業務に携わり、保守、修繕業務、その他事務作業へ従事

○執筆実績
・日本水道協会 全国会議（水道研究発表会）
平成２９年度 配水池廃止による省エネ化促進
令和５年度 湖都大津の水インフラを守る停電対策

ー高圧発電機車リースと燃料供給を一体化、総合ＢＣＰパッケージ運用ー
令和６年度 配水施設統廃合によるＧＸへの取組

－省エネ・省コストを両立した設備更新ー
・公営企業の持続可能な経営の確保に向けた先進・優良事例集（令和５年３月総務省）
配水施設統廃合による省エネ・省コスト化

○委員等の委嘱
・水道情報活用システム事例集・ガイドブック作成委員会 委員（情報処理推進機構）
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１．講師 自己紹介

更新改良工事 担当
（資本勘定）

維持管理 担当
（損益勘定）

メンテ費用の高い設備を改良した
い・・・

あと少しで更新だから簡易な修繕
で済ませたい・・・

時には、建設担当
時には、維持管理担当し・・・

自分で自分にフィードバック
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２．大津市の紹介
位 置 本州のほぼ中央にあり近畿圏の北東部

琵琶湖の南西に位置
市 域 約464.5ｋｍ2

南北45.6ｋｍ
東西20.6ｋｍ

人 口 344,025人（2024.6.1現在）
世帯数 158,460世帯（〃）
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２．大津市の紹介
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びわ湖

①比叡山延暦寺

⑥びわ湖バレイ
（びわ湖テラス）

③浮御堂 ⑦おごと温泉

②園城寺（三井寺）

⑤大津港④石山寺



２．大津市の紹介
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３．水道事業を取り巻く現状

11

現在の水道事業は まさに 危機に直面している状態

人材不足
施設

老朽化
収入減少 災害増加

「人材不足」「施設老朽化」「収入減少」 これらが同時に訪れているうえに、

地震や線状降水帯、台風のような異常気象による「災害リスクが増加」している。



３．水道事業を取り巻く現状
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人材不足

国土交通省水管理・国土保全局 令和６年度全国水道主管課長会議、説明用スライドP23
水道事業における職員数はピーク時に比べ、３7％減少（1980年→現在）

→ かといって施設数は減らない。効率化が必要。



施設
老朽化

３．水道事業を取り巻く現状
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国土交通省水管理・国土保全局 令和６年度全国水道主管課長会議、説明用スライドP56
水を送るための管路の経年化率は22.1％まで上昇。管路更新率は0.64%まで
低下（令和3年度）→ いつ、どこで漏水、断水が起こってもおかしくは無い



収入減少

３．水道事業を取り巻く現状
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国土交通省水管理・国土保全局 令和６年度全国水道主管課長会議、説明用スライドP225,226
全国の約４０％が原価割れ状態。料金値上げの必要性が見込まれるが、利用者
への丁寧な説明、理解促進等が必要で、即時できるものではない。

→ 限られた予算で効率的な事業運営が必要。



災害増加

３．水道事業を取り巻く現状
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国土交通省水管理・国土保全局 令和６年度全国水道主管課長会議、説明用スライドP147

地震、大雨等による水道への被災が全国各地で発生。いつ自分たちの事業体が被
災するか、わからない。

→ 備えが必要。それにはヒト、カネといったリソースが必要。
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４．大津市の水道施設

地図データ ©2017 Google,ZENRIN

琵琶湖

加圧・配水施設の位置図

南北に細長く山と湖に挟まれている
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• 大津市
• 人口：344,025人
• 面積：464.10km2

• 平成18年志賀町合併

• 大津市の水道
• 昭和5年給水開始

• 浄水場：5ヶ所

• 施設能力：181,500m3/日
（5浄水場）

• 加圧ポンプ場：67ヶ所

• 配水池：68ヶ所



４．大津市の水道施設
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• 大津市
• 人口：344,025人
• 面積：464.10km2

• 平成18年志賀町合併

• 大津市の水道
• 昭和5年給水開始

• 浄水場：5ヶ所

• 施設能力：181,500m3/日
（5浄水場）

• 加圧ポンプ場：67ヶ所

• 配水池：68ヶ所

起伏が多い急峻な地形であり、中継施設が多い
水源は最も標高の低い琵琶湖に求めているため
給水にはポンプ揚水が大前提

→加圧ポンプ・配水池が多い

琵琶湖

加圧・配水施設の位置図



４．大津市の水道施設
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４．大津市の水道施設
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ここ(配水施設部分)
を拡大・・・・



４．大津市の水道施設
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大津市内 配水施設のフロー図（一部）

大阪湾を基準に海抜高度85.614mの琵琶湖より取水し、最大で海抜高度407.2m
までポンプで揚水しており、中継施設も多数。

→ 多大な電力が必要
多大な更新費用も必要
多大なマンパワーが必要



４．大津市の水道施設

施設更新時に統廃合を推進

現

状

と

課

題

施

策

全国的な水道事業における問題に加え、大津市は施設数が多い・・・

財政

・エネルギー等の維持費用増大

・設備更新費用の増大

・耐震化対象施設の増大

マンパワー

・メンテ頻度の増大

・更新の多さに対して職員不足

・設備数の多さに技術継承が
追いつかない

数の多い配水施設を維持しつつ整備も行うリソースが追いつかない

少しでも施設、設備を減らして運営を効率化したい（楽にしたい）。

22



目次

5. 配水施設統廃合による省エネ・省コスト

23



５．配水施設統廃合による省エネ・省コスト
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ＧＸとは・・・

Green Transformation（グリーントランスフォーメーション）の略称で
あり、脱炭素社会に向けて温室効果ガスを発生させる化石燃料の使用
を減らし、太陽光や風力などから発電するクリーンエネルギーに転換してい
く取り組み

★「化石燃料の使用を減らし」

省エネ！



５．配水施設統廃合による省エネ・省コスト
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総務省自治財政局公営企業課 令和５年度３月
公営企業の持続可能な経営の確保に向けた先進・優良事例集 P99 大津市投稿文

一部の統廃合事業において、環境省補助金に採択された事業について取組を投稿
→ 施設統廃合はエコ（ＧＸ）に繋がる



応募対象となる施設・設備

５．配水施設統廃合による省エネ・省コスト
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環境省 補助金について

国土交通省水管理・国土保全局
令和６年度全国水道主管課長会議、説明用スライドP76

対象施設
・水道施設
・下水道施設
・工業用水道施設
・集落排水施設
・ダム施設

対象設備
・再生可能エネルギー設備
太陽光、小水力、風力 等

・省エネルギー設備
省ＣＯ２促進に資する設備
の更新
ＣＯ２削減率目安15%
（水道の場合）

上水道を含む水インフラをターゲットとした国の掲げる脱炭素化事業
→ 上水道施設は省エネに繋がるポテンシャルを多く秘めている



５．配水施設統廃合による省エネ・省コスト
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省コストと省エネは相互に良い影響を与える

省コスト 省エネ

効率化・・・
ダウンサイジング・・・

コスト削減・・・
人的リソース軽減・・・

温暖化対策・・・
電力量削減・・・
エネルギー有効活用・・・
設備削減・・・

事業体の都合 地球の都合

協力関係

省コスト（エコノミー）を求めて事業を行えば、省エネ（エコロジー）をも達成できる
→公営企業としてのあるべき姿
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６．配水施設統廃合 事例集
大津市における配水施設のパターン１

受水槽付き加圧ポンプ場

水の流れ
１．上流配水池より配水しながらポンプ受水槽へ
２．ポンプ受水槽へ一旦、受水（流入圧力開放）

３．加圧ポンプが受水槽より水を引っ張り、下流配水
池へ揚水
４．下流配水池へ貯水した後、更に配水

Ｐ

上流配水池

下流配水池

ポンプ受水槽

①自然流下による配水

②一旦、受水（流入圧力開放）

④自然流下による配水

③ポンプアップ
（配水池までの揚水）

加圧ポンプ

これまでの大津市では最もスタンダードな施設の構成
受水槽で一旦開放される位置エネルギー（圧力）を有効利用する余地がある
統廃合（省エネ化）の主なターゲット
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６．配水施設統廃合 事例集
大津市における配水施設のパターン２

インライン加圧ポンプ場

水の流れ
１．上流配水池より配水しながらポンプ場へ

２．加圧ポンプが流入水をそのまま引っ張り、下流配
水池へ揚水
３．下流配水池へ貯水した後、更に配水

Ｐ

上流配水池

下流配水池

①自然流下による配水

③自然流下による配水

②ポンプアップ
（配水池までの揚水）

加圧ポンプ

受水槽レスにより、流入圧力をそのまま揚水エネルギーに転換する方式
上流配水池での位置エネルギーをそのまま有効利用するエコな方式で
機器構成がシンプル
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６．配水施設統廃合 事例集
大津市における配水施設のパターン３

インバータ加圧ポンプ場

水の流れ
１．上流配水池より配水しながらポンプ場へ
２．加圧ポンプが流入水をそのまま引っ張り、

圧力調整しながら、各戸へ直接加圧給水

Ｐ

上流配水池

①自然流下による配水

②ポンプで加圧
（ポンプ圧による直接給水）

加圧ポンプ
（インバータ）

ポンプの圧力をインバータ制御により調整しながら、配水池を介さず、直接給水する方式
下流配水池までの揚水に必要なエネルギーをカットする構成。圧力調整に必要な精密

機器が必要となるが、構造物の廃止によるメリットが大きい。

各戸給水
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６．配水施設統廃合 事例集

以上が、今回の統廃合事例に関連する施設構成のパターンでした。

ここからは、実際に行った統廃合事業の事例について

環境省補助金に採択されたもの
単費事業で行ったもの

まとめて ご紹介します。
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機械設備（加圧ポンプ）

６．配水施設統廃合 事例集
施設の省エネ化、ダウンサイジングを行う場合、
機械設備、電気設備 仕様を合わせる必要がある

法定耐用年数 １５年※ 法定耐用年数 ２０年※

電気設備（制御盤）

※地方公営企業法施行規則

【施工内容】
ダウンサイジングした電気容量のポンプへの更新
更新ポンプに合わせた配管の更新

【施工内容】
新ポンプに合わせた容量の盤へ更新
更新後の施設に合わせた制御へ変更

耐用年数の異なる設備を合わせて
一括更新する必要がある

普段からの適切な
整備・保守・予算計画が肝心



今あるものをヤメルことは勇気がいるもの、大津市でも
「何かあったらどうしよう」と下記のような思考に良く陥りました。

施設の老朽化、更新時期を迎え・・・
この施設、水槽、容量過大のポンプ、インターロックだらけの回路、センサー類
更新の時期が来たけれど、これは本当に必要なんだろうか？

→当初から何か理由があったに違いない 一応残そう

安全第１（過ぎる）主義

目先の安全を見て増やし、残した設備数の多さが将来故障（施設異常）を招き逆にリスクを高める

34経済性

安全性

前例にとらわれず、施設更新時には

現在の状況に合わせ、施設統廃合の余地が無いか検討
する。

安全性と経済性のバランスを見極め、

残すものは残す！止めるものは止める！
それが結果的に将来の安全に繋がる（強靭化）

統廃合をしなければ

現状維持を続ける余力さえも無くなる！

安全性と経済性

バランスが大事！

安全を見すぎて、安全を損なう場合がある

６．配水施設統廃合 事例集



Ｐ

上流配水池

加圧ポンプ
＆受水槽

下流配水池

Ｐ

上流配水池

インラインポンプ
（１次圧有効利用）

下流配水池

エネルギーの有効活用

上流配水池との高低差を
そのまま利用（電力量削減）

受水槽設備を一括廃止

受水槽躯体の耐震化や塗装
受水槽制御機器の維持整備が不要

年度 施設（★ 補助対象）

令和３年度 ★ 曽束加圧ポンプ場

令和５年度 ★ 石山寺加圧ポンプ場

令和６年度
予定

★ 瀬田加圧ポンプ場
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６．配水施設統廃合 事例集
受水槽の廃止

年度 施設

平成１９年度 千町加圧ポンプ場

平成２２年度 霊仙山加圧ポンプ場

令和元年度 大石ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ
加圧ポンプ場

お
得
な
高
低
差



¥0
¥200
¥400
¥600
¥800

¥1,000
¥1,200

年間動力費 72%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

Ｈ１９千町加圧インライン化

¥0
¥500

¥1,000
¥1,500
¥2,000
¥2,500
¥3,000

年間動力費 44%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

Ｈ２２霊仙山加圧インライン化

高圧受電設備を低圧化し
ライフサイクルコストを大幅カット！

高圧設備更新費用カット
電気主任技術者 削減
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６．配水施設統廃合 事例集
受水槽の廃止



¥0
¥200
¥400
¥600
¥800

¥1,000
¥1,200
¥1,400

年間動力費 26%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

Ｒ１大石ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ加圧インライン化

¥0
¥200
¥400
¥600
¥800

¥1,000
¥1,200

年間動力費 60%減
CO2排出量 55%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

Ｒ３曽束加圧インライン化

ＣＯ２削減効果により、
環境省 補助金に採択
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６．配水施設統廃合 事例集
受水槽の廃止

補助金交付
¥4,593千

インライン化による省エネ
化



¥0

¥1,000

¥2,000

¥3,000

¥4,000

¥5,000

年間動力費 43%減
CO2排出量 33%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

Ｒ５石山寺加圧インライン化

ＣＯ２削減効果により、
環境省 補助金に採択

受水槽廃止により、敷地
スペースも広がった 38

６．配水施設統廃合 事例集
受水槽の廃止

¥0
¥1,000
¥2,000
¥3,000
¥4,000
¥5,000
¥6,000
¥7,000

年間動力費 53%減
CO2排出量 35%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

Ｒ６瀬田加圧インライン化 ※

※補助申請時の試算補助金交付
¥11,100千

補助金交付予定



Ｐ

加圧ポンプで
配水池へ送水
＆受水槽

下流配水池

Ｐ

インバータポンプ
（末端水圧推定制御）

エネルギーの有効活用

上流配水池との高低差を
そのまま利用（電力量削減）

多くの設備を一括廃止

整備困難な配水池、受水槽
複雑な機器構成を無くす

年度 施設（★ 補助対象）

平成２３年度 湖の美が丘加圧ポンプ場

平成２８年度 ★ 桐生加圧ポンプ場

直
接
給
水

上流配水池

39

上流配水池

６．配水施設統廃合 事例集
配水池の廃止（インバータ化）

お
得
な
高
低
差



¥0
¥50

¥100
¥150
¥200
¥250
¥300

年間動力費 51%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

Ｈ２３湖の美が丘加圧インバータ化

¥0

¥200

¥400

¥600

¥800

年間動力費 56%減
CO2削減量 74%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

Ｈ２８桐生加圧インバータ化

耐震整備の困難な山間地の
配水池を廃止！

補助金交付
¥10,608千

配水池整備費用カット
山間地施設メンテの手間 カット
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６．配水施設統廃合 事例集
配水池の廃止（インバータ化）



41

ここまでは、施設の設備管理、改良を担う課が単独で企画した事例でし
た。施設内で工事が完結するものです。

ここからは施設の外、道路上の管路工事との連携と
いったことが必要な広い視野での統廃合事例について

まとめて ご紹介します。

６．配水施設統廃合 事例集



Ｐ
Ａ

地
区
給
水

ポンプ場、配水池を１組廃止

施設まるごと廃止で、機器整備、耐震化、異常対応の人的コスト等々・・・
ライフサイクルコストを大幅削減

年度 施設施設（★ 補助対象）

平成２７年度 大石ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ高区配水池

平成２８年度 虹ヶ丘加圧ポンプ場

平成２９年度 小関越加圧ポンプ場

平成３０年度 ★ 一里山加圧ポンプ場（系統変更のみ）

Ａ配水池

Ｐ
Ｂ

地
区
給
水

Ｐ

Ａ配水池

加
圧
ポ
ン
プ
場
、
配
水
池

を
廃
止

Ｂ配水池

Ａ

地
区
給
水

Ｂ

地
区
給
水
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６．配水施設統廃合 事例集
複数施設の統合（配水系統の変更）



大石中町配水池
FRP構造:48m3×2連(96m3)

HWL:167.00m、LWL:164.50m

大石ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ高区配水池
FRP構造:75m3×2連(150m3)
HWL:194.55m、LWL:191.00m

配水量：１００ｍ３／日

大石ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ高区配水池系

旧大石中町配水池系
（大石ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ高区へ統合）

配水量：３０ｍ３／日

住宅団地

工業団地
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Ｐ

Ｐ

大石ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ加圧ポンプ
P:15kW、Q=0.62m3/min、H=75m

数量：２台

大石中町加圧ポンプ
P:7.5kW、Q=0.3m3/min、H=60m

数量：２台

Ｈ２７事例：大石中町配水池を
大石高区配水池へ統廃合

切替前

６．配水施設統廃合 事例集
複数施設の統合（配水系統の変更）



大石中町配水池
FRP構造:48m3×2連(96m3)

HWL:167.00m、LWL:164.50m

大石ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ高区配水池
FRP構造:75m3×2連(150m3)
HWL:194.55m、LWL:191.00m

配水量：１３０ｍ３／日

大石ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ高区配水池系

連絡配管施工
PEφ100 100m

住宅団地

工業団地

廃止

¥0
¥500

¥1,000
¥1,500

年間動力費
15%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後
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Ｐ

大石ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ加圧ポンプ
P:15kW、Q=0.62m3/min、H=75m

数量：２台

Ｐ

Ｈ２７事例：大石中町配水池を
大石高区配水池へ統廃合

切替後

６．配水施設統廃合 事例集
複数施設の統合（配水系統の変更）



虹ヶ丘第１加圧系

虹ヶ丘第２加圧系

虹ヶ丘第２加圧ポンプ
P:7.5kW、Q=0.75m3/min、H=30m

数量：３台

配水量：１８０ｍ３／日

虹ヶ丘第１加圧ポンプ
P:7.5kW、Q=0.75m3/min、H=30m

数量：２台

配水量：５７０ｍ３／日

第２加圧系
団地

第１加圧系
団地

Ｐ
Ｐ
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Ｈ２８事例：虹ヶ丘第１、第２加圧
ポンプ場を一つのポンプ場に統合

切替前

６．配水施設統廃合 事例集
複数施設の統合（配水系統の変更）



虹ヶ丘加圧系

配水量：１８０ｍ３／日

虹ヶ丘加圧ポンプ
P:5.5kW、Q=0.51m3/min、H=31m

数量：３台

配水量：５７０ｍ３／日

第２加圧系
団地

第１加圧系
団地

統合

Ｐ

¥0
¥500

¥1,000
¥1,500

年間動力費
18%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後
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Ｈ２８事例：虹ヶ丘第１、第２加圧
ポンプ場を一つのポンプ場に統合

切替後

６．配水施設統廃合 事例集
複数施設の統合（配水系統の変更）



藤尾奥町配水池系

配水量：２，０００ｍ３／日

Ｐ

小関加圧ポンプ
P:5.5kW、Q=0.1m3/min、H=75m

数量：２台

小関配水池系

藤尾奥町配水池
SUS構造:1,300m3×2連（2,600m3)

HWL:193.00m、LWL:191.50m

小関配水池
FRP構造:20m3

HWL:193.00m、LWL:191.50m

配水量：４０ｍ３／日

老人福祉施設
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Ｈ２９事例：小関越加圧ポンプ場を
新設。小関加圧、配水池を廃止

切替前

６．配水施設統廃合 事例集
複数施設の統合（配水系統の変更）



藤尾奥町配水池系

配水量：２，０００ｍ３／日

Ｐ

小関加圧ポンプ
P:5.5kW、Q=0.1m3/min、H=75m

数量：２台

小関配水池
FRP構造:20m3

HWL:193.00m、LWL:191.50m

小関越加圧系

配水量：４０ｍ３／日

藤尾奥町配水池
SUS構造:1,300m3×2連（2,600m3)

HWL:193.00m、LWL:191.50m

配水管施工
PEφ100 800m

小関越加圧ポンプ
P:3.7kW、Q=0.5m3/min、H=30m

数量：２台

Ｐ

¥0
¥100
¥200
¥300
¥400

動力費47%
減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

廃止

廃止

老人福祉施設
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Ｈ２９事例：小関越加圧ポンプ場を
新設。小関加圧、配水池を廃止

切替後

６．配水施設統廃合 事例集
複数施設の統合（配水系統の変更）



一里山加圧ポンプ
P:55kW、Q=3.20m3/min、H=65m 数量：３台
P:45kW、Q=2.50m3/min、H=65m 数量：３台

南大萱配水池
ＰＣ構造:1,500m3

HWL:187.00m、LWL:178.50m

瀬田公園配水池
ＰＣ構造:2,750m3×2池

HWL:153.94m、LWL:148.94m
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Ｈ３０事例：一里山加圧ポンプ場の送水
フロー変更によるダウンサイジング 切替前

６．配水施設統廃合 事例集
複数施設の統合（配水系統の変更）



一里山加圧ポンプ
P:37kW、Q=4.42m3/min、H=29m 数量：３台
P:45kW、Q=2.24m3/min、H=65m 数量：３台

南大萱配水池
ＰＣ構造:1,500m3

HWL:187.00m、LWL:178.50m

瀬田公園配水池
ＰＣ構造:2,750m3×2池

HWL:153.94m、LWL:148.94m

¥0
¥5,000

¥10,000
¥15,000
¥20,000

動力費 32%減
ＣＯ２排出量 40%減

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

補助金交付
¥20,415千
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Ｈ３０事例：一里山加圧ポンプ場の送水
フロー変更によるダウンサイジング 切替後

６．配水施設統廃合 事例集
複数施設の統合（配水系統の変更）



目次

7. 省エネ補助金の交付

51



省エネ補助金（環境省）の交付

令和６年度 上下水道・ダム施設の省CO2 改修支援事業
瀬田加圧ポンプ場 施工中
（インライン化・低圧受電化）

平成２８年度 上水道システム省ＣＯ２促進モデル事業補助金

（桐生加圧ポンプ場 インバータ化）補助金額約１，０６０万円
ＣＯ２排出量７４％削減！

平成２９年度 上下水道システムにおける省ＣＯ２化推進事業補助金
平成３０年度 上下水道施設の省ＣＯ２改修支援業補助金

（一里山加圧ポンプ場 系統変更）補助金額約２，０４１万円
ＣＯ２排出量４０％削減！

52

令和２年度 上下水道施設の省CO2 改修支援事業補助金

（曽束加圧ポンプ場 インライン化）補助金額約４５９万円
ＣＯ２排出量６０％削減！

令和５年度 上下水道・ダム施設の省CO2 改修支援事業

（石山寺加圧ポンプ場 インライン化）補助金額約１，１００万円
ＣＯ２排出量４３％削減！



令和６年度 上下水道・ダム施設の省CO2 改修支援事業
瀬田加圧ポンプ場 施工中
（インライン化・低圧受電化）

平成２８年度 上水道システム省ＣＯ２促進モデル事業補助金

（桐生加圧ポンプ場 インバータ化）補助金額約１，０６０万円
ＣＯ２排出量７４％削減！

平成２９年度 上下水道システムにおける省ＣＯ２化推進事業補助金
平成３０年度 上下水道施設の省ＣＯ２改修支援業補助金

（一里山加圧ポンプ場 系統変更）補助金額約２，０４１万円
ＣＯ２排出量４０％削減！

令和２年度 上下水道施設の省CO2 改修支援事業補助金

（曽束加圧ポンプ場 インライン化）補助金額約４５９万円
ＣＯ２排出量６０％削減！

令和５年度 上下水道・ダム施設の省CO2 改修支援事業

（石山寺加圧ポンプ場 インライン化）補助金額約１，１００万円
ＣＯ２排出量４３％削減！

53

補助金による財政負担軽減

消費電力（ＣＯ２）削減に最低限必要な機器
・インラインポンプ
・インバータ機器 ほか

を補助対象とし、

½となる補助金交付を受けた。

省エネ補助金（環境省）の交付



目次

8. まとめ
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まとめ

¥0

¥20,000

¥40,000

¥60,000

動力費 37%減（約 1,433万円）

単
位
：千
円
（年
間
）

切替前

切替後

紹介した統廃合事例 １２施設分 において生まれた削減（年間合算）
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0kW

1,000kW

2,000kW

3,000kW

電力量 40%減 (約 88万 kW)

単
位
：千
ｋ
Ｗ
（年
間
）

切替前

切替後

統廃合において生まれたその他ライフサイクルコスト縮減効果
・受水槽、配水池の維持管理、更新が不要。（耐震、清掃、内面塗装）
・水の滞留時間減少によって追塩設備が不要。（塩素酸濃度上昇の抑制）
・施設用 通信線、薬品費が不要。
・その他廃止機器の維持管理、更新計画が不要。（ポンプ、電動弁、水位計、追塩
etc・・・）
・設備管理に必要なマンパワー軽減

大小さまざまな配水施設１２か所分、チリも積もればの事業継続で88万KW
（年間）削減。 （家庭に置き換えた場合「4,175kW/1年/１世帯」）

※環境省「令和３年度家庭部門のＣＯ２排出実態統計調査 資料編（確報値）」



56

省コスト
（エコノミー）

省エネ
（エコロジー）

事業体の都合 地球の都合

ＧＸ相乗効果

まとめ
財政

・ライフサイクルコストの増大

マンパワー
・人材不足の危機的状況

施設統廃合推進

環境問題
・地球温暖化

ＣＯ２排出削減

きっかけはどちらでも良い
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ご清聴ありがとうございました。
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